
  

 

 

 

校種・学年 中学校・各学年 教科等 学級活動 

活用場面 毎月末と学期末に自分自身の振り返りを行う。 

 

１ 事例の概要 

・学年ごとにキャリア教育を通して育てたい力を考え、「１年間を貫く本質的な問い」を設定す

る。年度初めに、その問いに対しての自分の考えを記入させる。 

  問いの例：「よりよい社会をつくるとは、どんなことだろう？そのために必要な力はどんなもの

だろう？」（３学年・社会参画をテーマに設定） 

 

・毎月の月末に、その月を振り返っての「印象に残った場面や大切だと思った事」を記入させる。

その際、「１年間を貫く本質的な問い」と関連させて考えられるように助言する。 

 

・学期末には、「印象に残った場面」「自分が成長したと思う部分」を記入させ、保護者にコメントを

もらう。 

 

・学年末には、年度初めと同じ「１年間を貫く本質的な問い」に対しての自分の考えを改めて記入さ

せる。 

                                                                                                                          

２ 活用の利点 

・１年間を通して１枚のワークシートに記入することや１年の初めと終わりに同じ問いに対して

の自分の考えを記入させることで、１年間の成長や変容を教師が見取ることができ、生徒自身

も実感することができる。 

 

・「１年間を貫く本質的な問い」に関連させながら、毎月の振り返りを行うことで、全教育活動

を通じてのキャリア教育の推進を教師も生徒も意識することができる。 

 

・教師が定期的に生徒の感じていることなどを見取ることで生徒理解を深める事ができ、個に応

じた適切な支援につなげることができる。 

 

・学期ごとに保護者にワークシートを見てもらいコメントをもらうことで、生徒の自己肯定感を

高めることができる。また、学校での取組や生徒の様子を知ってもらうことで保護者に対して

「キャリア教育の通知表」としての役割も果たす。 

 
「OPPA（一枚ポートフォリオ評価）」の考え方に基づき作成した。 

参考文献：堀哲夫(2019)『新訂一枚ポートフォリオ評価 OPPA 一枚の用紙の可能性』東洋館出版社 

キャリア・パスポート活用例 
～１枚のワークシートで１年間の成長・変容を見取る～ 














